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◇
本
庄
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

　
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

　
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　
め
る
条
例

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
に

よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
指
定
に
関
す
る
入
所
定
員
、
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
の

要
件
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
◇
本
庄
市
長
等
の
給
料
及
び
期
末

　
手
当
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

厳
し
い
財
政
事
情
に
か
ん
が
み
、
市

長
等
の
給
料
等
の
減
額
措
置
の
延
長
を

す
る
も
の
で
す
。

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て

　

地
方
公
務
員
法
第
９
条
の
２
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
方
を
公
平
委
員

会
委
員
と
し
て
選
任
し
た
い
た
め
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

中
村　

憲
司
氏

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
方
を
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
い
た
め

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

加
川　

京
子
氏

◇
平
成
25
年
度
一
般
・
特
別
・
企

　
業
会
計
予
算

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
２
７
２
億

２
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
１２
・
５

％
の
増
で
す
。
特
別
会
計
な
ど
を
含
め

た
総
予
算
額
は
、
４
８
１
億
６
８
４
９

万
５
０
０
０
円
で
、
前
年
度
比
９
・
４

％
の
増
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
慎

重
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈 

採
択 

〉

▽
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
決
議

　
を
求
め
る
請
願
書

　

提
出
者　

原
水
爆
禁
止
本
庄
市
協
議

　
　
　
　
　

会

　
　
　
　
　

代
表　

北
村　

晴
夫

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

37
議
案
を
審
議　

ど
な

　平成２５年第１回定例会（３月定例会）を、２月２７日（水）
から３月２５日（月）までの２７日間の会期で開催しました。
　今定例会には、市長から、条例の制定・一部改正、市道路線
の廃止・認定、人事案件、平成２４年度補正予算、平成２５年
度当初予算など３３議案が提出され、また、議員からは、規則
の一部改正など４議案の提出がありました。
　慎重審議の結果、それぞれ原案のとおり可決・同意しました。
ほかに、市長から２件の報告案件がありました。
　また、定例会最終日に議長選挙及び副議長選挙が行われ、議
長に早野清議員、副議長に岩崎信裕議員を選出しました。



議案番号等 件 名 付託委員会 議決の状況 議決の内容

市　

長　

提　

出　

議　

案　

第 １ 号 議 案 本庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ２ 号 議 案 本庄市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型

介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ３ 号 議 案 本庄市部設置条例の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例 総 務 原 案 可 決 賛 成 多 数
第 ４ 号 議 案 本庄市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例 総 務 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ５ 号 議 案 本庄市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例 総 務 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ６ 号 議 案 本庄市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 総 務 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ７ 号 議 案 本庄市長等の給料及び期末手当の額の特例に関する条例の一部を改正する条例 総 務 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ８ 号 議 案 本庄市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 ９ 号 議 案 本庄市障害者自立支援法第１５条に規定する審査会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 0 号 議 案 本庄市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 1 号 議 案 市道路線の廃止について 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 2 号 議 案 市道路線の認定について 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 3 号 議 案 本庄市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて ― 原 案 同 意 全 会 一 致
第 1 4 号 議 案 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ― 原 案 同 意 全 会 一 致
第 1 5 号 議 案 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について ― 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 6 号 議 案 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について ― 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 7 号 議 案 平成２４年度本庄市一般会計補正予算（第５号） 各 委 員 会 原 案 可 決 賛 成 多 数
第 1 8 号 議 案 平成２４年度本庄市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 1 9 号 議 案 平成２４年度本庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 0 号 議 案 平成２４年度本庄市住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号） 総 務 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 1 号 議 案 平成２４年度児玉都市計画事業児玉南土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 2 号 議 案 平成２４年度本庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 3 号 議 案 平成２４年度本庄市介護保険特別会計補正予算（第３号） 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 4 号 議 案 平成２４年度本庄市水道事業会計補正予算（第３号） 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 5 号 議 案 平成２５年度本庄市一般会計予算 各 委 員 会 原 案 可 決 賛 成 多 数
第 2 6 号 議 案 平成２５年度本庄市国民健康保険特別会計予算 厚 生 文 教 原 案 可 決 賛 成 多 数
第 2 7 号 議 案 平成２５年度本庄市公共下水道事業特別会計予算 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 2 8 号 議 案 平成２５年度本庄市住宅資金貸付事業特別会計予算 総 務 原 案 可 決 賛 成 多 数
第 2 9 号 議 案 平成２５年度児玉都市計画事業児玉南土地区画整理事業特別会計予算 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 3 0 号 議 案 平成２５年度本庄市農業集落排水事業特別会計予算 建 設 産 業 原 案 可 決 全 会 一 致
第 3 1 号 議 案 平成２５年度本庄市介護保険特別会計予算 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 3 2 号 議 案 平成２５年度本庄市後期高齢者医療特別会計予算 厚 生 文 教 原 案 可 決 全 会 一 致
第 3 3 号 議 案 平成２５年度本庄市水道事業会計予算 建 設 産 業 原 案 可 決 賛 成 多 数

出
議
案

議
員
提

議第１号議案 本庄市議会会議規則の一部を改正する規則 ― 原 案 可 決 全 会 一 致
議第２号議案 本庄市議会委員会条例の一部を改正する条例 ― 原 案 可 決 全 会 一 致
議第３号議案 本庄市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ― 原 案 可 決 全 会 一 致
議第４号議案 北朝鮮の核実験に抗議する決議 ― 原 案 可 決 全 会 一 致

案
件

報
告

市
長

報 告 第 １ 号 専決処分（専決第１号）の報告について
報 告 第 ２ 号 専決処分（専決第２号）の報告について
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３
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
次
の

４
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◇
本
庄
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

　
改
正
す
る
規
則　

  

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
本
庄
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例　

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
本
庄
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決

　
議

　

２
０
１
３
年
２
月
12
日
、
北
朝
鮮
は
、

一
連
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の

決
議
や
六
者
会
合
共
同
声
明
、
日
朝
平

壌
宣
言
に
明
確
に
違
反
す
る
３
回
目
の

核
実
験
を
強
行
し
た
。

　

今
回
の
核
実
験
の
強
行
は
、
自
制
を

強
く
求
め
て
き
た
国
際
連
合
安
全
保
障

理
事
会
と
国
際
社
会
に
挑
戦
し
、
北
東

ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
を
脅
か
す
重
大

な
行
為
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
北
朝
鮮
の
行
動
は
、
厳
し

く
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

北
朝
鮮
は
今
回
、
世
界
が
注
目
し
自

制
を
求
め
る
な
か
で
、
核
実
験
を
強
行

し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、

核
実
験
を
正
当
化
す
る
対
外
宣
伝
を
行

っ
て
き
た
。
こ
れ
は
核
実
験
の
強
行
を
、

国
際
社
会
に
迫
ら
れ
た
も
の
と
描
い
て

正
当
化
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
を
核
兵

器
保
有
国
と
し
て
、
国
際
社
会
に
認
知

さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
核
戦
争
の
脅
威
を
高
め
、
核

兵
器
の
廃
絶
を
ま
す
ま
す
遠
ざ
け
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
国
際
社
会
が
北
朝
鮮
の

核
兵
器
保
有
を
、
容
認
す
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。

　

こ
の
間
、
核
兵
器
開
発
に
固
執
す
る

北
朝
鮮
の
国
際
的
な
孤
立
は
鮮
明
で
あ

る
。
北
朝
鮮
が
２
０
０
６
年
と
２
０
０

９
年
に
核
実
験
を
強
行
し
た
後
、
国
際

連
合
安
全
保
障
理
事
会
は
核
実
験
を
非

難
し
、
核
開
発
の
放
棄
を
要
求
し
た
決

議
、
１
７
１
８
号
及
び
１
８
７
４
号
を
、

そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
て
い
る
。
１
月
に
採

択
し
た
決
議
、
２
０
８
７
号
で
は
、
核

実
験
を
強
行
す
れ
ば
「
重
大
な
行
動
を

と
る
」
と
の
異
例
の
警
告
を
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行

っ
た
本
庄
市
議
会
と
し
て
、
北
朝
鮮
の

三
度
の
核
実
験
の
強
行
に
対
し
、
厳
し

く
抗
議
す
る
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
政
府
が
、
こ
れ
以
上

の
核
実
験
を
厳
に
慎
む
こ
と
、
核
兵
器

お
よ
び
核
兵
器
開
発
計
画
を
放
棄
す
る

こ
と
、
無
条
件
で
六
カ
国
協
議
に
復
帰

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
25
年
３
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
市
議
会

平成25年第１回定例会提出議案等とその結果


